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１．はじめに

　前回は、６次産業化など農業ブ
ームの正体は、農業人口の構造変
化と異業種からのマーケット参入
がその正体であること、そして参
入した異業種がはじめての農業の
現場に苦労しているのが実態であ
ることを触れました。JA グルー
プの皆さんには、この状況を脅威
とばかりとらえず、参入してくる
企業をうまく取り込むことができ
れば、仕事はもっと面白くなるは
ずです！
　そのためには、まず外部にアン
テナを張り、出会う相手を変えて
いきましょう！   というのが今回
の主旨になります。

２．出てみると意外と歓迎さ
れる⁉

　しかし、実際に外部で知らない
人と出会うのは抵抗がある！   と
いう方がいるかと思います。
　筆者は、まだ JA 全農勤務時代
に、京セラの会長である稲盛和夫
塾長の「盛和塾」に入塾しており
ました。いざ門をたたいてみると、
周囲の塾生はほとんど経営者ばか
りで、サラリーマンは私一人だけ。
それでも「学ぶ姿勢があれば立場
は関係ないはず」と、たまたま知
り合いの士業の方の推薦もあり、
思い切って入塾しました。それが、
入ってみると、経営者の方が珍し
がって、今後の農業へのエールを
いただいたりしました。
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せん。それよりも、「珍しい～」
とかえって好印象にとらえてくれ
るのです！

３．出会う相手を変えてみる

　では、どのようにして出会えば
よいのでしょうか？
　今、各県、地域ごとに情報を集
めれば、夜な夜などこかでセミナ
ーや交流会が開催されているはず
です。ちなみに私の地元である宮
城県はどのようなイベントや交流
会があるかというと、次表の通り
です。

　その他、「農家のこせがれネッ
トワーク」などいろいろな所へ顔
をだしておりましたが、当時 JA
グループの職員であった私へは、
組織の批判や厳しい苦言をされる
方はいても、私個人を責めたりす
る人は誰もいませんでした。
　世の中の社長や組織を経験して
いる方は、組織の中でがんばって
いる職員が大勢いることや、個人
と組織は別であることを知ってい
るのです。だから、外に出てみる
と世間が思っている JA への風当
たりがないことに驚くかもしれま

団体名 主な活動

日本食農連

携機構

第 1 次産業と他産業を連携する場を提供するのが目的。

本部会員は東京で 3 ケ月に一度セミナーや商談会を開催

最近九州支部や東北支部など地域版も発足。下の写真は、東北支部の商品開発

ゼミの様子。

仙台食農交

流ネット

宮城大学の教授が立ち上げた消費者と生産者を結びつける団体。

生産者の圃場で旬を味わうイベントなど、ゆる～く生産者と消費者が交流でき

る。食や生産者を大切にする方々が集まる。

宮城こせが

れネットワ

ーク

日本の農業を再生するには、農家の息子（こせがれ）を応援した方が早いと立

ち上がった団体。宮城県は非常に活発で数々のイベントや勉強会を定期的に開

催している

大崎市雇用

創造協議会

発酵の町をスローガンにする大崎市では、農業の 6 次化や商品開発を応援する

セミナーを年に数多く開催している。開催のたびに常連の農家さんが増え、ド

レッシングや自らの新しい商品化を手掛けるまでに盛り上がっている。

下図は HP のセミナー案内の一部

農業法人協

会

各県で組織。数か月に 1 度セミナー開催や会員農業法人の現地視察などをおこ

なう。JA や全農県本部が賛助会員になっている県もある。

宮城県食産

業協議会

宮城県の食品産業が主に立ち上がっている。食品産業の立場から農と食の連携

や商品開発を研究・交流をしている。

キリン農業

トレーニン

グ セ ン タ

ー・プロジ

ェクト

キリンが被災地で活動する農業法人を応援するプロジェクト。東京の丸の内朝

大学と連携したり、民間の先生がマネジメントや IT 化を徹底的に叩き込んで

いる。海外研修もおこなっている。
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　これはほんの一部です。今は空
前の農業ブームで、たくさんの研
究会や交流会がみなさんの地域で
も同じように活動をしているので
はないでしょうか？

４．出会う人が変わると視野
が広がり、モチベーション
があがる！

　こうした会には、とてもモチベ
ーションの高い方が集まってきま
す。農業に真剣に取り組んでいる

団体名 主な活動

日本食農連

携機構

第 1 次産業と他産業を連携する場を提供するのが目的。

本部会員は東京で 3 ケ月に一度セミナーや商談会を開催

最近九州支部や東北支部など地域版も発足。下の写真は、東北支部の商品開発

ゼミの様子。

仙台食農交

流ネット

宮城大学の教授が立ち上げた消費者と生産者を結びつける団体。

生産者の圃場で旬を味わうイベントなど、ゆる～く生産者と消費者が交流でき

る。食や生産者を大切にする方々が集まる。

宮城こせが

れネットワ

ーク

日本の農業を再生するには、農家の息子（こせがれ）を応援した方が早いと立

ち上がった団体。宮城県は非常に活発で数々のイベントや勉強会を定期的に開

催している

大崎市雇用

創造協議会

発酵の町をスローガンにする大崎市では、農業の 6 次化や商品開発を応援する

セミナーを年に数多く開催している。開催のたびに常連の農家さんが増え、ド

レッシングや自らの新しい商品化を手掛けるまでに盛り上がっている。

下図は HP のセミナー案内の一部

農業法人協

会

各県で組織。数か月に 1 度セミナー開催や会員農業法人の現地視察などをおこ

なう。JA や全農県本部が賛助会員になっている県もある。

宮城県食産

業協議会

宮城県の食品産業が主に立ち上がっている。食品産業の立場から農と食の連携

や商品開発を研究・交流をしている。

キリン農業

トレーニン

グ セ ン タ

ー・プロジ

ェクト

キリンが被災地で活動する農業法人を応援するプロジェクト。東京の丸の内朝

大学と連携したり、民間の先生がマネジメントや IT 化を徹底的に叩き込んで

いる。海外研修もおこなっている。
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上から目線での会はほとんどない
はずです。来てくださる方、日本
の農業や地域をなんとかしたいと
思っている方、学ぼうと意欲のあ
る方は、本当に大歓迎の状態なの
です（事務局の私が言うのですから

間違いありません）！
　そして、まずはこうした場に参
加して、次には皆さんがこうした
場を作る立場になっていただきた
いと思います。地域の農家が望ん
でいるのは、地元でモチベーショ
ンを高められる場であり、このよ
うな場を作れる組織力が皆さんに
はあるのです。

※但し、今回ご紹介したような会には
参加資格や会の主旨がありますので、
誰でも参加できるわけではありませ
ん。それぞれ会の要綱を読んで検討
してください。

方々の話を聞いているだけで、視
野が広がり、自然とモチベーショ
ンがあがり、参加した自分も引っ
張られていくのです。
　こうした会に集まる方は、皆、
昼間の現実では苦労されていると
思います。こうした会に参加しな
がら、理想と現実をいったりきた
り、苦しみ悩みながら成長してい
るのではないでしょうか？

５．おわりに

　実は現在、筆者もある団体の事
務局をしています。事務局をして
感じるのは、主催者側は JA グル
ープに参加してもらいたいと思っ
ていることです。事務局をしてい
て、こうした会を運営する上で大
変なことは集客です。今たくさん
の会がありますが、意外と人集め
が大変なのです。ですから、特に
JA グループは NG というような、
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